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　「第２回神戸アニマルケア国際会議」が盛大に開催され
ます。心からお喜びするとともに、世界各地から兵庫・
神戸にお越しいただいた皆様を歓迎します。
　21世紀は共生の時代。すべての命が尊重される社会で
こそ、私たちも安全で安心して暮らすことができます。
身近な動物とふれあい、よりよい関係を築いていくこと
が、その第一歩ではないでしょうか。
　17年前の阪神・淡路大震災では、多くの動物たちも被
災しました。発災４日後には、県及び獣医師会、日本動
物福祉協会が中心となって動物救援本部を立ち上げ、全
国から駆けつけた多数のボランティアの支援を得て救護
活動にあたりました。保護された犬や猫は 1500 頭を超
え、その大部分が元の飼い主や新たな飼い主に引き取ら
れました。そして、復旧復興に向かう人々の心を癒し、
元気を与えてくれました。
　こうした経験をもつ兵庫だからこそ、昨年３月に発生
した東日本大震災でも動物救護活動を積極的に支援しま
した。動物愛護専門職員を延べ 200 人以上派遣し、福島

原発周辺の警戒区域から避難されている方々の一時帰宅
に合わせてペットの保護に協力するとともに、区域内を
さまよう動物たちの救護にあたりました。
　また、動物愛護の拠点として、動物愛護センターと支
所を県内 4カ所に設置し、飼い主のいない犬、猫の引き
取りだけでなく、新たな飼い主探しやしつけ方教室、動
物とのふれあい教室などに取り組んでいます。さらに、
豊岡盆地を中心に地域を挙げてコウノトリの野生復帰の
取り組みを進めるなど、人と自然が共生できる地域づく
りにも力を注いでいます。
　それだけに、今回、各国から獣医師を中心とした専門
家が集い、様々な角度からアニマルケアに関する議論が
行われることは、本当に心強いことです。人と動物、そ
して自然が共生する社会をめざし、ともに取り組む人々
の輪が広がっていくことを願っています。
　大会のご成功と、ご参集の皆様のご健勝での今後ます
ますのご活躍を心からお祈りします。
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